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はじめに

　社会で活躍する女性の占める割合に関しては、日本は先進国の中で最下位と

言えます。性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会から

はほど遠いこの現状を打破すべく、1999 年に制定されたのが男女共同参画社

会基本法です。この法律に基づき国が策定している現行の第３次男女共同参画

基本計画においては、研究者の採用における女性比率について自然科学系全体

として 25％（理学系 20％、工学系 15％など）を早期に達成し、30％を目指

すことを目標として掲げています。

　翻って、独立行政法人国立高等専門学校機構が設置する 51 の高等専門学校

における教員の女性採用比率は 15.9％、全教員に占める女性の割合は 7.9％

です。教授に限れば 3.2％という低さです。女子学生の割合も、本科では

17.2％、専攻科では 12.4％であり、明らかに努力を要する現状です。

　国立高等専門学校は、第一期校が創設されてから 50 年を既に迎えました。

これからの 50 年を踏み出すに当たり、「進化する高専」を掲げ、社会の要請に

応えて、実践的・創造的な技術者の育成に更なる努力を重ねていくこととして

いますが、そのための喫緊の課題の一つが男女共同参画です。本機構も、国の

方針に沿い男女共同参画実現に向け、その決意と意欲を「男女共同参画宣言」に、

具体的な取組を「男女共同参画行動計画」に盛り込んで、鋭意取り組んでいる

ところです。

　科学技術と社会とのかかわりが深まる中で、技術の進展を支える人材に多様

かつ多彩な構成が求められるのは必然でもあります。社会の動向をしっかりと

見据え、構成員が一丸となって男女共同参画の歩みを進めていきたいと考えて

います。本冊子が、その一助となれば幸いです。

平成 25 年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人 国立高等専門学校機構理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



独立行政法人 国立高等専門学校機構

男女共同参画宣言
■

私たちは、人権を尊重し、
性別にかかわりなく、

個人の能力を十分に発揮して活躍できる
社会の実現を目指します。

そのために、
創造性に富む実践的技術者を

育成することを通して、
技術科学分野への

男女共同参画を推進します。
■

平成 23 年 3 月 17 日　

独立行政法人 国立高等専門学校機構 理事長
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女性の活躍が未来を変える

2012 年公表値
世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ
報告書」より作成（内閣府男女共同参画局提供）
＊ GGI とは国連開発計画が毎年報告するデータ。経済、
教育、保健、政治の分野ごとの女性の参画率等のデータを
ウェイト付けして総合値を算出。0 が完全不平等で 1 が
完全平等

1. ＥＵ諸国等の値は、ＥＵ“Eurostat”より作成。推
定値、暫定値を含む。スロバキア、ロシアは 2010 年。
スイス、韓国は 2008 年。他の国は 2009 年時点
2. 日本：総務省「平成 24 年科学技術研究調査」

総務省「平成 24 年科学技術研究調査」

順位 国名 GGI 値 
1 アイスランド 0.864 
2 フィンランド 0.845 
3 ノルウェー 0.840 
4 スウェーデン 0.816 
5 アイルランド 0.784 
6 ニュージーランド 0.781 

…  …  …  
101 日本 0.653 

　性別にかかわらず活躍の場があり、個性を活かせる社会の実現を目指し制定された男女
共同参画社会基本法の施行から 10 年余りが経ちました。女性の社会進出が進み、男性と
肩を並べて活躍する姿も見られるようになり、男女平等は実現しているのではないかとい
う声も聞かれます。しかし、女性の地位等を総合的に評価したジェンダー・ギャップ指数

（GGI）は、135 か国中 101 位と（DATA1）、国際的に見ると男女の格差は大きいと言
えるでしょう。また、研究者に占める女性比率は 14％という現状です（DATA2）。この
ような中、国は第 4 期科学技術基本計画で女性研究者の採用比率を 30％以上にする等数
値目標を定めました。が、現状では、研究者に占める女性比率は、年間で約 0.2％ずつし
か増えていません（DATA3）。科学技術分野の男女共同参画の実現を加速させるには、ポ
ジティブ・アクション等を取り入れながら、女性の活躍の場を広げていくことが必要です。
　そして現在、学校、企業、地域等あらゆる場で多様性をもつことの重要性が認識されて
います。性別、年齢、ライフスタイルや障がいを含む心身の状態等多様な視点を生かして
こそ、社会が発展し成熟していくのです。中でも「女性の視点や発想」は、女性の活躍が
少なかった科学技術分野にますます求められるでしょう。

研究者に占める女性比率
（主要国との比較）

DATA2

研究者数と研究者に占める女性比率の推移
DATA3

男女共同参画に関する国際的な指数 GGI
DATA1
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（右目盛）男性研究者数
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3,741人

3,741人

全　　体 専門科目 一般科目

本　　科 専攻科 事務職員 技術職員

事務職員

技術職員

技術職員

事務職員

2,419人

1,170人（48.4％）

女性

537人（22.2％）

117人（4.8％）

595人（24.6％）

男性

3,446人（92.1％）

133人（5.1％）295人（7.9％）

2,487人（94.9％）

162人（14.5％）

959人（85.5％）男性
男性 男性

女性

41,029人（82.8％）

8,539人（17.2％）

男性

女性

2,771人（87.6％）

391人（12.4％）

男性
1,170人（68.5％）

男性
595人（83.6％）

男性

女性 537人（31.5％）女性 117人（16.4％）女性

女性 女性

3,741人 2,620人 1,121人

49,568人 3,162人 1,707人 712人

ワーク・ライフ・バランスでよりよく生きる

教員

学生 職員

　少子高齢化が進む日本では、労働力や国全体の経済力の低下、社会保障制度の維持等、さまざまな問題が懸念されています。
　そのような中、男女にかかわらず働き続けることが期待されますが、女性の年齢別の労働力率を見ると、30 代女性が
67％と最も低くなっています（DATA4）。これは出産・育児でいったん離職する女性が多いためです。全年代を通してみ
るとグラフが M 字を描くことから、このような女性の就業状況を「M 字カーブ」と呼びます。欧米諸国には見られない傾向で、
M 字カーブの解消には、出産・育児期間中
も安心して働き続けることができる制度や環
境の整備が重要になってきます。
　また、環境等の整備だけではなく、男性も
積極的に家庭責任を担うことの大切さが言わ
れています。これからは、少子高齢化で親等
の介護も増えることが予測されます。出産や
育児だけでなく介護も、男女で分かち合うこ
とが必要となってきます。このような家庭責
任という点だけではなく、地域社会とのつな
がりをもつ等、仕事以外の生活も充実させよ
うというワーク・ライフ・バランスの実現で、
女性も男性もよりよい生活を送ることができ
るでしょう。

　高専は日本の経済成長を支える科学技術の発展に対応できる技術者養成を目的に、昭和 30 年代に創設されました。当時
の高度経済成長期は科学技術を担う人材だけでなく、社会の生産活動に携わるのは男性が中心でした。そのような時代背景
もあり、高専に進学する女子学生はほとんどいませんでしたが、現在では、高専でも女子学生や女性教員が活躍するように
なっています。
　実際の女性の比率を見ると、教員は 7.9％、学生は本科生で 17.2%、専攻科生では 5 ポイント少ない 12.4％となってい
ます。職員では、技術職員 16.4％、事務職員 31.5％となっています（DATA5）。

高専の男女共同参画

女性の年齢階級別労働力率（国際比較）
DATA4

高専の男女比率
DATA5
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1.　「労働力率」は、15 歳以上人口に占める労働力人口（「就業者＋完全失業者」の割合
2.　アメリカの「15 ～ 19 歳」は、16 ～ 19 歳
3.　日本は総務省「労働力調査（基本集計）」（平成 23 年）、その他の国は ILO“LABORSTA”より作成
4.　�日本は 2011 年（岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果）、韓国は 2007 年、その他の国は

2008 年の数値

（各校の校長及び再雇用教員を除く）
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高
専
機
構
の
取
組

本行動計画は、「独立行政法人国立高等専門学校機構男女共同参画宣言」（平成 23 年 3 月 17 日）
にもとづき、その基本理念の実現に向けて基本方針及び重点課題について明確化するものである。
各高専及び機構本部は、その果たすべき役割を認識して、密接な連携のもと本行動計画を推進し
ていくものとする。                  
本行動計画の推進期間は、平成 23 年 10 月から平成 30 年度（第 3 期中期計画最終年度）までとし、
平成 25 年度（第 2 期中期計画最終年度）には１回目の中間評価を行い、その後の取組に反映させる。
また、最終年度には本行動計画の進捗状況を取りまとめるとともに、必要に応じて次期の行動計
画を策定することとする。

独立行政法人 国立高等専門学校機構
男女共同参画行動計画
高専機構では高専や機構本部での男女共同参画推進のため、男女共同参画に関する国の動
きを踏まえ、行動計画を策定しました。�

教育活動全般を通じた
男女共同参画の推進

■基本方針及び重点課題

1

2

3

4

教育・研究・就業における男女共同参画の推進、
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
を図るための環境整備

男女共同参画の意識啓発

法人・学校運営における
意思決定への男女共同参画の推進

4



国における男女共同参画の動き
男女共同参画社会基本法に基づき、国は科学技術・学術分野でも男女共同参画を推進しています。また、仕事と子育
てを両立するための対策も進められています。

■第 3 次男女共同参画基本計画
　 （平成 22 年 12 月 17 日閣議決定）

自然科学系の女性研究者の採用目
標を設けたり、2020 年までに指導
的地位に女性が占める比率を 30%
以上（「202030」）にする等、さま
ざまな目標を掲げています。

■第 4 期科学技術基本計画
　  （平成 23 年 8 月 19 日閣議決定）

女性研究者採用比率を、自然科学系は早期
に 25％、さらに 30％と設定しています。
特に理学系は 20％、工学系は 15％、農学
系は 30％の早期達成を、医学・歯学・薬
学系あわせて 30％を目標値としています。

■次世代育成支援対策推進法
常時 301 人以上を雇用する事
業主は、労働者の仕事と子育
ての両立を促進するため、「一
般事業主行動計画」を策定・
届出することが義務付けられ
ました。

（1）�女子学生の比率向上を図る。
（2）女子学生が技術者としてのキャリア形成ができるよう支援する。
（3）�女子学生がより快適に学べる修学環境（女子寮・更衣室・トイレ等の施設、安全・安心対策・学生相談等 )

の整備を図る。
（4）推進モデル校を設置し、その取組を支援するとともに、全校への普及を図る。

（1）�女性教職員の比率向上を図るため、特に新規採用教員に占める女性の比率を当面 20％以上とすることを
目標とし、早期の達成を目指すとともに、女性教職員の採用・登用計画を作成し、積極的に取り組む。

（2）�女性教職員に係るネットワークづくり等によりキャリア形成を支援する。
（3）�女性教職員の就業環境（休憩室等）の整備を図る。
（4）�教職員が仕事と生活の両立を図れるよう、男女を問わず各種制度(育児介護休業、時間外労働時間の縮減等)

の利用を促進し、必要に応じて拡充整備する。

（1）各高専における男女共同参画に関する推進体制を整備するとともに、意識啓発を図る。
（2）�男女共同参画の取組について、学内外への情報発信を強化する。
（3）ハラスメント防止体制及び相談体制の整備、充実を図る。

（1）女性教職員の指導的地位への登用等を積極的に推進する。
（2）�女性教職員の各種委員会等への参画を積極的に推進する。

（平成 23年 9月12日策定）
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■学生への取組
　高専の社会的役割で最も重要なものは教育活動です。技術者になるための専門教育に加
え、卒業後も性別にかかわらず職業人として自立し、家庭人としての役割を果たしつつ、
キャリアを重ねることができるように導くことが大切です。
　まずは女子学生を積極的に増やし、学生たちが 10 代後半から 20 代前半の多感な時期
を過ごす学校や寮等の生活の場を整備することやキャリアを考えるための支援を行う等、
教育の場からの男女共同参画の推進に取り組みます。

女子学生を増やそう
　女子学生を増やすため、進路選択を控えた中学生やその保護者向けにさまざまな取組を
行っています。理数分野における子どもの学力を見ても男女で差がないことがわかります
が（DATA6）、進路選択となると偏りがあり、理系進路への関心を高めるよう働きかけて
いきます。

中学生向けの情報を発信 女子中学生の理系進路選択を支援する
ため、さまざまな取組を行っています。

★私ってもしかして理系 !?
　（中学生向けポスター・
　　ちらしの作成）

★キラキラ高専ガール
　になろう！
　（中学生向け冊子の作成）

理数分野における子どもの学力
DATA6

男子（点） 女子（点） 日本順位 前回順位（2003）

算数・数学
小 4 568 568 4 位／ 36 か国 3 位／ 25 か国

中 2 572 568 5 位／ 48 か国 5 位／ 46 か国

理　　　科
小 4 547 548 4 位／ 36 か国 3 位／ 25 か国

中 2 556 552 3 位／ 48 か国 6 位／ 46 か国

TIMSS 2007 調査結果

高専機構の
取組

基本方針 1

取組紹介①

★高専女子百科Jr.
　（女子学生が企画する
　　中学生向け冊子の作成）
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女子学生の修学環境を整備 すべての学校に女子寮を整備しており、入寮率は約 80％
と有効に活用されています。また、更衣室やトイレの改修
等により、女子学生の修学環境の向上に努めています。

新築の女子寮（左：寮室、右：多目的室） トイレから改修された女子更衣室

ポスターセッションや
模擬実験を行い、高
専の魅力をアピール

LED電球を使った
工作＆手芸をしな
がら女子中学生の
質問に答える

アットホームな雰囲気の中、理系の仕事につい
て話を聞く

★女子中高生夏の学校 2012　
　～科学・技術者のたまごたちへ～
　（国立女性教育会館主催のイベントに参加）

★理系女性が働く職場を訪問　
　（女子中高生・保護者向けイベント）

★リケジョ café
　～現役理系女性と話そう～
　（女子中高生向けイベント）

★女子中学生なんでも相談会
　～手芸をしながらお話しませんか♪～
　（女子中学生向けイベント）

★女子寮の整備 ★女性更衣室の整備

取組紹介②

女性研究者に
よる研究内容
の紹介

実際の職場
を見学
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取組紹介③

各校で女子学生・中学生等に向けサイトを開設
各校では女子学生や女子中学生に向けた情報、男女共同参画に関する取組
を発信しています。

★各校のサイトでの情報発信（平成 25 年 3 月 22 日現在）

仙台高等専門学校	
　男女共同参画推進	 http://www.sendai-nct.ac.jp/college/pages/002274.php
　理系ゴコロのススメ	 http://hirose.sendai-nct.ac.jp/rikeigokoro/

福島工業高等専門学校
　福島高専　KOSEN GIRLS	 http://fnct-girls.xsrv.jp/

富山高等専門学校
　目指せ女性技術者！　	 http://www.nc-toyama.ac.jp/female_engineer/index.html
　KOSEN BRAND Project　	http://www.nc-toyama.ac.jp/~brand/index.html
　女性スマイル・アップ プロジェクト 　http://smile-up.nc-toyama.ac.jp/

福井工業高等専門学校
　みんなで高専しよッ！ 	 http://www.fukui-nct.ac.jp/girls/

長野工業高等専門学校
　理系女子応援サイト　理系で行こう！　http://www.nagano-nct.ac.jp/science/index.php

奈良工業高等専門学校
　理系ゴコロのススメ　	 http://rikeigokoro.jp/index.html

米子工業高等専門学校
　リケジョのガールズ白書　	http://rikeijoshi.com/

津山工業高等専門学校
　TKJ ぷろじぇくと	 http://www.tsuyama-ct.ac.jp/honkou/kojin/tkjproject/
	 index.htm

呉工業高等専門学校
　理系ゴコロのススメ　	 http://www.kure-nct.ac.jp/rikeigokoro/index.html

阿南工業高等専門学校
　男女共同参画講座　	 http://www01.anan-nct.ac.jp/archives/10721

香川高等専門学校
　女子学生キャリア支援　	 http://www.kagawa-nct.ac.jp/girls/support/index.html

8



女子学生の就職を支援 女子学生が就職後も活躍できるよう企業等に向けて学生の実力
をアピールする機会を設けています。

★高専女子百科
（企業向け冊子の作成）

★全国高専女子フォーラム
（学生・企業のポスター発表、パネルディスカッション等）

女子学生のキャリアを応援しよう
　女子学生が在学中に学んだ知識や経験を卒業後も存分に発揮できるような環境づくりや、生涯にわたるキャ
リアを在学中から描くことができるように、さまざまな情報を学生や社会に向けて提供していきます。

取組紹介

学生から高専での
研究成果を発表

企業の担当者に
積極的に質問

　高専の女子学生が卒業後にどのようなキャリアを形成しているかを見ていくことは学生だけ
でなく、進路決定をする女子中学生にも大きくかかわってきます。高専設置以来の卒業生を男
女別に追跡調査をした結果、男性よりも女性のほうが継続して働いている比率が低く（DATA7）、
女性が技術者としてキャリアを形成することの難しさがわかります。典型的なキャリアウーマ
ン像や画一的なキャリアパターンと異なる、仕事と家庭（子育て）の両方のキャリアを確立で
きるよう様々な支援をしていく必要があります。

高専女子卒業生の就労についての研究より

1. 平成 15 年度調査　2. 高専設置以来の 39 高専（調査協力承諾校）女子卒業生
3. 約 4500 名へ郵送調査し有効回答者 998 名	　4. 就労継続への質問の有効回答数は 995 名
平成 15 年度～ 17 年度科学研究費補助金（C）（1）「高専女子卒業生の労働に関する調査研究」
平成 19 年度～ 21 年度科学研究費補助金（C）「女性技術者のキャリア形成過程に関する実証的研究」
平成 22 年度～ 24 年度科学研究費補助金（C）「女性技術者のキャリア継続・再構築に関する研究」
�内田由理子（香川高専）他 7 名

卒業後の就労継続状況 
DATA7

100％80％60％40％20％0％

継続 転職・再就職

無職

継続 転職・再就職 無職

男性
N=652

女性
N=995

高専卒女性技術者キャリア冊子
（左記の科研：キャリア冊子ワーキ
ンググル―プがまとめている高専
卒女性技術者からのメッセージ集）

香川高専　内田由理子先生

コラム
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基本方針 2

子育てや介護をしながら働く

■教職員への取組
　長時間労働の見直しやＭ字カーブの解消のために、ワーク・ライフ・バランス（仕事と
生活の調和）の実現が求められています。国をはじめ、民間企業でも経営戦略のひとつと
して捉え、取組が進められています。高専においても教職員一人ひとりがワーク・ライフ・
バランスを図ることができるよう職場環境を整備していきます。

取組紹介

女性が働きやすい職場は男性にも働きやすい
　出産・育児・介護をしながらも、キャリアを中断せず働くために、さまざまな支援をし
ています。女性教職員だけでなく、男性教職員も制度を積極的に活用することで、学生が
生涯にわたるキャリアを考える上でのロールモデルとなることでしょう。

★研究支援員の配置
妊娠・出産・育児・介護等のため、研究に十分な時間を確保することがむずかし
い教員がキャリアを中断せず研究活動を続けることを目的として実施していま
す。これは、文部科学省補助事業です。女性教員だけでなく配偶者が研究者であ
る男性教員も利用できます。

写真未

奈良高専　松村寿枝先生より

私の一日

　現在、8 か月から小学生までの 3 人の
子育てをしています。限られた時間を効
率的に使うことを考えながら、1 日が 24
時間以上あればいいのにと思うこともし
ばしばです。研究支援員の配置により、
データ整理等をお願いすることができ、
時間的な余裕が生まれ感謝しています。
　今、私のワーク・ライフ・バランスを
考えると、子どもが小さいこともあり、
仕事よりも子育ての割合が少し大きく
なっています。仕事にかける時間が少な
いため、思うような成果が出せず焦るこ
とも多いのですが、子どもに手がかかる
のは一時、いずれは仕事にかける時間が
増えるでしょう。当たり前かもしれませ
んが、子どもの成長に応じた働き方があ
ると考えるようになりました。子どもを
もつ前とは違う見方ができるようになっ
たのです。また、学生が子育てをしなが
ら働く者を身近に見ることで、将来のワー
ク・ライフ・バランスを考えるきっかけ
になればよいと思っています。

  6:00	 起床
	 朝食、お弁当づくり
  6:30	 子どもたちの準備
	 洗濯
  7:00	 子どもたち起床、朝食
  7:30	 小学生の子どもの送り出し
	 8 か月、４歳の子どもたち
	 を保育園へ送る
	 出勤
  8:30	 勤務
18:00	 帰宅、保育園へお迎え
	 夕食の買い物
19:00	 夕食準備
	 夕食
20:00	 子どもたちとお風呂
21:00	 明日の準備、家事
22:00	 子どもたち就寝、夫帰宅
23:00	 自由時間
	 （授業準備をするときも）
24:00	 就寝

研究支援員の配置を利用してメッセージ
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夫はシステムエンジニアで帰宅は
21 時～ 22 時。平日はなかなか家
事の分担はむずかしく、保育園の
送り迎えはほとんど私の担当です。
会議等で遅くなるときは、延長保
育にしています。夫は休日に子ど
もと遊ぶ時間をつくっています。



★高専の出産・育児・介護にかかわる休暇・勤務時間制度

産前休暇 ８週間以内に出産する予定の女性教職員に与えられる休暇（出産予定日前８週間の全
期間）

産後休暇 出産後８週間を経過する日までの女性教職員に与えられる休暇（出産後８週間までの
全期間）

配偶者出産休暇 妻の出産に伴う入退院の付き添い等を行う男性教職員に与えられる休暇（妻の入院か
ら出産の日後２週間までの間に２日）

育児参加休暇 妻の産前産後期間中に出産に係る子又は小学校就学の始期に達するまでの子を養育す
る男性教職員に与えられる休暇（妻の産前産後期間中に５日）

子の看護休暇 ９歳に達した後最初の３月 31 日に達するまでの子を看護（予防接種、健康診断を含
む）する教職員に与えられる休暇（１年につき５日に子の人数を乗じて得た日数）

育児休業 子を養育するために認められる休業（子が３歳に達するまで）

育児短時間労働 子を養育するために認められる短時間労働（子が小学校就学の始期に達するまで）

育児部分休業 子を養育するために認められる部分休業（子が小学校就学の始期に達するまでで、１
日４時間まで）

授乳時間 保育のために授乳等を行う場合１日２回それぞれ 30 分以内与えられる休暇（子が生
後１年に達するまでの期間）

早出遅出労働 ９歳に達した後最初の３月 31 日に達するまでの子の養育のために始業・終業の時刻
を変更できる制度

妊産婦である教職員
（妊娠中及び産後１年
を経過しない教職員）
への配慮

●妊娠、出産、保育等に有害な業務に就かせない。
●請求により、深夜業、時間外労働をさせない。
●母子保健法の規定による保健指導又は健康診査を受けるために労働しないことがで

きる。
●請求により、業務を軽減又は他の軽易な業務に就かせる。
●請求により、母体又は胎児の健康保持に影響があると認めるときは、適宜休憩、補

食するために労働しないことができる。
●請求により、通勤の負担の程度が、母体又は胎児の健康保持に影響があると認める

ときは、所定の労働時間の始め又は終わりにおいて１時間を超えない範囲で労働
しないことができる。

介護休業 要介護者を介護するために認められる休業（連続する 6 月の期間内において必要と
する期間）

介護短時間労働 要介護者を介護するために認められる短時間労働（連続する 6 月の期間内において
必要とする期間）

介護部分休業 要介護者を介護するために認められる部分休業（連続する 6 月の期間内において必
要とする期間までで、１日４時間まで）

＊赤字は法令や国家公務員制度を上回る制度です

呉高専　仁保 裕先生より

　娘が 1 歳になるまで育児休業を利用していた妻が職場復帰することに
なりました。妻と私の通勤時間を考えた結果、私が出勤前に娘を保育園
に送ることになりました。ただ、移動時間を考えると 8:30 の出勤時間
に間に合わなくなることから、遅出労働を申請、1 時間遅い勤務時間帯
で仕事をしております。（9:30 出勤 18:00 退勤）。おかげで無理なくゆ
とりをもって育児ができているだけでなく、娘とかかわる時間が増え、
父親であることを日々実感しております。子どもをもつことの歓びや楽しさを感じるだけでなく、
その大変さも体験することで、妻への理解と感謝の気持ちが高まりました。私のように夫婦がと
もに働きながら育児する家庭にとって、この制度はとてもありがたいものです。
　制度利用をすることで、家族とのつながりが深まっただけでなく、自分の生活にもメリハリが
つき、充実した毎日を送っています。周囲の理解と職場の雰囲気が個々の教職員の子育てに強く
影響すると実感しています。

遅出労働を利用してメッセージ
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基本方針 2

女性
（n=916）

男性
（n=2,728）

女性
（n=1,601）

男性
（n=1.432）

日本

スウェーデン

アメリカ

ノルウェー

ドイツ

イギリス

フランス

1時間07分
（うち育児時間）39分

1時間07分

1時間05分

1時間13分

59分

1時間00分

40分

3時間21分

3時間13分

3時間12分

3時間00分

2時間46分

2時間30分

1.0

5.5

14.3 21.0 35.9 27.8

29.7 25.7 22.5 16.7

12.4 36.0 2.8 30.4 18.4

13.3 41.8 3.8 25.2 15.8

賛成 反対15.3％ 63.8％

35.2％ 39.2％

賛成 反対48.4％ 48.8％

55.1％ 41.0％

賛成 反対

賛成 反対

高専教職員

国

賛成 わからないどちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対

賛成　　どちらかといえば賛成　　わからない
どちらかといえば反対　　反対

女性
（n=916）

男性
（n=2,728）

女性
（n=1,601）

男性
（n=1.432）

日本

スウェーデン

アメリカ

ノルウェー

ドイツ

イギリス

フランス

1時間07分
（うち育児時間）39分

1時間07分

1時間05分

1時間13分

59分

1時間00分

40分

3時間21分

3時間13分

3時間12分

3時間00分

2時間46分

2時間30分

1.0

5.5

14.3 21.0 35.9 27.8

29.7 25.7 22.5 16.7

12.4 36.0 2.8 30.4 18.4

13.3 41.8 3.8 25.2 15.8

賛成 反対15.3％ 63.8％

35.2％ 39.2％

賛成 反対48.4％ 48.8％

55.1％ 41.0％

賛成 反対

賛成 反対

高専教職員

国

賛成 わからないどちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

反対

賛成　　どちらかといえば賛成　　わからない
どちらかといえば反対　　反対

夫の家事・育児時間（国際比較）
　■ 1 日当たり・6 歳未満児のいる夫

DATA8
高専職員の性別役割分担意識（世論調査との比較）
　　　■「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」
　 　　　という考え方について

DATA9

★次世代育成法に基づく行動計画
国立高等専門学校機構は、教職員が仕事と子育てを両立させることができ、働き
やすい環境をつくることによって、その能力を十分に発揮できるようにするた
め、次のように行動計画を策定しました。

■ DATA で見る高専教職員の意識
国際比較で見ると、日本では夫が家事・育児にかかわる時間が短いことがわかります。長時間労働
で家事・育児にかかわりたくてもできないという現状や「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」
という性別役割分担意識が影響していると思われます。しかし、高専教職員の性別役割分担意識を
国の調査と比べると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について賛成す
る人は、女性は 33 ポイント、男性は 20 ポイント近く少なくなっています。

１．計画期間
平成 24 年４月１日から平成 26 年３月 31 日までの２年間
２．計画内容

【対策】	・�意識改革推進のため、ホームページ等を通じた周知や、管理職員に対する研修
等を通じた啓発を行う。

	 ・�意識改革のため、各種研修において、ワーク・ライフ・バランスに関する講義
を実施するように努める。　

【対策】	・�会議等については、原則として１７：００以降行わないことに努め、周知・徹
底を図る。

	 ・�所定外労働時間の縮減のため、ホームページ等を通じた周知、ノー残業デーの
設定や、所定外労働時間の管理について管理職員の啓発を行う。

【対策】	・�ゴールデンウィーク、夏季等の連続休暇時における会議等の自粛を促し、年次
有給休暇の取得促進を図る。

	 ・�年次有給休暇取得促進のため、ホームページ等を通じた周知や、管理職員の啓
発を行う。

　　　

【対策】	・育児休業等の制度について、ホームページ等を通じ周知を図る。
　　	 ・特に男性教職員へ、制度の周知、情報提供を行っていく。

【対策】	・育児・介護等に関する相談窓口を設置する。
　　	 ・ホームページ上に、教職員の情報交換の場を設置する。

目標１　仕事と子育てを両立できる環境整備のため、教職員の意識改革を推進する

目標 2　所定外労働時間の縮減を図る

目標 3　年次有給休暇を取得しやすい環境づくりの推進を図る

目標 4　�育児休業を取得しやすい環境を整備するため、育児に関する支援制度の充
実を図り、計画期間内の男性教職員の育児休業取得者を３名以上とする

目標 5　育児・介護等に関して、相談しやすい環境を整備する

日本：総務省「社会生活基本調査」（平成 23 年）
その他の国：内閣府「男女共同参画白書」（平成 24 年度版）

「高専機構男女共同参画に関するアンケート」（平成 24 年 11 月）
内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成 24 年 10 月）
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仲間とともに働く
　全国 51 の高専で働く女性教員は各校 5 名程度で、職場では自身の研究や仕事上の悩み等を共有しに
くい環境にあると言えます。離れていても立場は同じ。全国に点在する女性教職員をつなぐネットワー
クづくりを支援します。

全国高専女性研究者のオンラインとオフラインでの交流

★女性研究者研究交流会を開催
平成 24 年 12 月 15 日学術総合センターにおい
て、全国の高専から女性教職員等約 90 名が集ま
り初めての研究交流会を開催しました。
情報・システム研究機構　郷　通子理事による「教
育研究活動で女性が輝きを増すために」と題した
講演、小畑理事長による特別講演のあと、自身の
研究やワーク・ライフ・バランスについてのポス
ター発表をし、全国で活躍する仲間との交流を深
めました。

★推進モデル校によるネットワークづくり
推進モデル校を中心に教職員間や地区でのネッ
トワークづくりを強化しています。

平成 24 年度の取組を紹介します。
・�「ワーク・ライフ・バランスについての講演

会とワークショップ」
　（富山高専の教職員対象）

★交流支援サイトを開設
ネット上で女性教職員がコミュニケ―ションを図
れるよう、サイトを開設します。

取組紹介

キャリアカウンセラーの講演
「ライフ・ロール（人生の役割）を見直す」

講師を囲んでのディスカッション

・�「釧路高専男女共同参画推進シンポジウム」
　（北海道地区の高専教職員対象）

・「ワーク・ライフ・バランス入門
　—肩の荷が少しおりるヒント—講演会」
　（奈良高専の教職員対象）

・�「九州沖縄地区男女共同参画事業キックオフ
イベント研修会」

　（九州沖縄地区の女性教員対象）

・�「職場における男女共同参画についての講演会」
　（群馬高専の教職員対象）
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基本方針 2

取組紹介①

独立行政法人国立高等専門学校機構○○高等専門学校は男女共同参画を推進して
おり、業績（教育業績，研究業績，社会的貢献，人物を含む）の評価において同等
と認められる場合には、女性を優先的に採用します

特別経費の配分
女性教員を採用した学校に対し、教育研究活動に必要な経
費を配分します

（１人につき 100 万円）

女性教職員を増やそう
　女子学生を増やす取組とともに女性教職員も積極的に採用するため、新規採用に占
める女性比率を当面 20％以上とする数値目標を設定しています。女性教職員が増える
ことで、理系分野で働くこと、子育てをしながら働くこと等、学生のロールモデルと
して果たす役割も期待されます。

女性教員比率向上のためのポジティブ・アクション

★女性教員の限定公募・優先採用
女性限定の公募ができます。女性限定公募を行わない場合は、下記の文言を募集
要項に記載しましょう。

★大学へ周知活動
近隣大学のキャリアガイダンス等に出向き、女性を積極的に採用しているとい
う周知広報をしています。各校でも取り組んでください。

お茶の水女子大学に出向き、「国立高
等専門学校教員採用説明会」を開催し
ました。お茶の水女子大学卒業生の教
員が説明教員として参加し、高専教育
の特色や研究活動等をわかりやすく説
明しました。たくさんの質疑応答があ
り、関心の高さがうかがえました。

奈良高専では教員
職の体験をしても
ら う イ ン タ ー ン
シップを行います。

★新規採用に占める女性比率 20％を目指して

理工系から人文・社会科学系まで幅広い分野で教育に 

情熱を持つ女性を求めています。  

国立高等専門学校は、実践的・創造的な技術者を育成する、 

全国に５１校ある大規模な高等教育機関です。 

 学生5万余（うち女子、約8500名 17.2%）が学び、 

教員4千人余（うち女性、約300名 7.6%）が働いています。 

 科学技術分野の男女共同参画を推進するため、国立高専では 

女性の比率向上を目指しています。 

 

〒１９３－０８３４ 東京都八王子市東浅川町７０１－２ 
ＴＥＬ．０４２－６６２－３１２０ （代表）  ＦＡＸ．０４２－６６２－３１３１ 
ホームページ  
http://www.kosen-k.go.jp/joho_kobo.html/ 

          ～ 国立高専の特色～ 
★ 本科は、１５歳からの５年間の一貫教育 

★ 専攻科は、より高度な２年間の教育 

★ 一般科目・専門科目を体系化したプログラム 

★ 実験・実習を重視した専門教育 

★ 学生寮・課外活動を通した全人教育 など 

 
↓

女
子
学
生
募
集
用 

 
 

 
 

 
 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

学生を指導している女性教員 

課外活動で取り組む 『全国高専ロボコン』 

 教員公募情報を 
 掲載しています！ 

平成25年度
高専教員職体験＠奈良高専

参加者
募　集

高
専
教
員
の

素
敵
が
わ
か
る

◎日程：原則として平成25年9月2日（月）～ 11日（水）（土日除く）の内3～ 5日間
　　 　 他の日程（10月以降）を希望される場合は、ご相談ください。
◎対象：ポストドクターの女性、大学院博士課程（修士含む）在学中の女性、
　　　　博士号を持つ社会人の女性
◎体験内容：授業・実習の見学、参加者による講義、寮当直見学など
◎応募期間：平成25年6月1日（土）～ 7月31日（水）
奈良高専HP  http://www.nara-k.ac.jp/ より詳細をご確認ください。
★工学系分野だけでなく人文科学、社会科学、自然科学分野を学ぶ方も歓迎！

Intern
ship

独立行政法人 国立高等専門学校機構 奈良工業高等専門学校　〒639-1080 奈良県大和郡山市矢田町22  http://www.nara-k.ac.jp/ 
問い合わせ先：男女共同参画推進室  TEL：0743-55-6000  E-mail：danjo＠jimu.nara-k.ac.jp 

2014年、創立50周年を迎えます

インターンシ
ップ
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KOSEN 健康相談室

・�女性教職員だけではなく、全ての学
生や教職員が対象です

・�からだや心に不調を感じたとき、電
話と WEB を利用して気軽に相談で
きます。対面でのカウンセリングも
受け付けています

女性検診制度

・�乳がんや子宮がん検診の費用を補助し
ます

・�労働時間内に受診を希望する場合、職
務専念義務を免除します

女性教職員の職場環境を整備

取組紹介②

■ DATA で見る高専教職員の意識
高専機構（学校）で有効と思われるポジティブ・アクションについて聞いたところ、「公募人事において、業績の評価が
同等の場合は、女性教員を積極的に採用することを明言する」との回答が最も多くなっています。いずれの項目も有効な
ポジティブ・アクションです。各校でも積極的に取り組みましょう。

平成15

女性研究者数 研究者総数に占める女性研究者割合
（右目盛）男性研究者数

16 17 18 19 20 21 22 23 24（年）

（％）

複数回答（％）

（千人）

公募人事において、業績の評価が同等の場合は、
女性教員を積極的に採用することを明言する

女性限定の公募を一定数行うことを高専機構の
方針とする

高専機構で各学校の女性教員の割当数を定める

女性教員の採用、昇任数に応じて各学校の人件
費を増額する

女性教員の採用、昇任数に応じて各学校に対す
る教育・研究費を増額する

その他

0
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13.6 13.8 14.0

44.3

28.4

17.4

23.3

22.0

14.4

「高専機構男女共同参画に関するアンケート調査」（平成 24 年 11 月）

高専機構（学校）で有効と思われるポジティブ・アクションについて
DATA10

臨床心理士･心理カウンセラーをはじめとするスタッフが
電話及び面談によるカウンセリングをいたします。
■電話によるカウンセリング
心理カウンセラーをはじめとするスタッフが
「心の悩み」をお電話でお受けいたします。

■面談によるカウンセリング
日本全国各地にカウンセリングルームがあります。
（平日の夜間・土日も面談可能なカウンセリング
ルームもあります。）

1回の面談カウンセリング時間は約50分で、5回まで無料です。

面談予約受付時間
月～金 9：00～21：00、土曜日 9：00～16：00
（日曜・祝日・12/31～1/3を除く）

無料です。
「からだの相談・

こころの相談」

URL  http://www.t-pec.co.jp/
詳しいサービス内容は上記ホームページをご覧ください。

（委託先）

プライバシーは厳守されるシステムになって
おりますので、安心してご利用ください。

心と体のさまざまなご相談に、24時間・
年中無休でお応えします。
●健康・医療相談　●介護相談　●育児相談
●メンタルヘルスに関しての相談
●医療機関情報のご提供
●PET（陽電子放出断層撮影装置）を用いたがん検診
施設のご紹介
●夜間・休日の医療機関のご案内
●介護などシルバー情報のご提供　など

ティーペック直営のカウンセリングルーム

KOSEN
健康相談室

独立行政法人国立高等専門学校機構

Webによるサービス

下記アドレスから、Webによるメンタルヘルスの
カウンセリング各種サービスをご利用頂けます。
詳しくは利用案内書をご覧ください。

※上記フリーダイヤルは、携帯電話・PHSからもご利用頂けます。

フリーダイヤル（通話料・相談料無料）でご利用いただけます
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基本方針 3 男女共同参画の推進体制や情報発信
　高専機構では高専の教育現場での男女共同参画、教職員一人ひとりにかかわるワー
ク・ライフ・バランスの実現を目指し、さまざまな取組を行っています。多岐にわた
る取組を包括的に支援できるよう推進体制を整備しています。

取組紹介①

取組紹介②

高専機構の推進体制

高専機構の情報発信
★男女共同参画推進　
　サイトを開設
高専機構の男女共同参画
に関する取組や教職員の
体験談、女子中学生向けの
情報等を発信しています。

http://gender.kosen-k.go.jp/

★管理職等を対象とした
　セミナーや研修を開催
学校運営に携わる校長、事
務部長等を対象に、男女共
同参画にかかわるセミナー
や研修を開催しています。
平成 24 年度は 10 月 31日
にトップセミナーを開催し
ました。

全国51高専（55 キャンパス）

理事長

理事、校長、女性教員で構成
される委員会です。男女共同
参画に関する総合的な推進方
策について審議します

「男女共同参画行動計画」を
推進するための具体的な
施策の企画・実施
・具体的施策の企画・実施
・調査及び分析
・情報収集及び広報活動
・啓発活動

男女共同参画推進室

女性研究者支援オフィス

機構本部事務局の組
織。「男女共同参画行
動計画」にもとづき、
高専の男女共同参画
推進を中心となって
進めます

男女共同参画推進委員会

男女共同参画推進室の
中 に 設 置。 コ ー デ ィ
ネーターやキャリアカ
ウンセラーが全国 51
高専と連携し、主に女
性教員や女子学生に向
けた支援をします

男女共同参画推進委員会、
女子総合支援室　等
・女子志願者の確保　
・�女子学生のキャリア形成

支援
・�女性教員採用比率の目標

設定
・�女性教職員ネットワーク

構築の支援　
・修学・就業環境の整備

取組紹介③

推進モデル校での取組
全国の高専に先駆け、推進モデル校として、釧路高専、群馬高専、富山高専、奈
良高専、沖縄高専の 5 校では、男女共同参画推進のための取組を実施しています。
各校においては、意識啓発のためのセミナーやネットワークづくりのためのイベ
ント、校内での推進体制づくり等、さまざまな角度から働きかけを行っています。
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基本方針 4ポジティブ・アクションで女性の参画を
　日本は国際的に見ても女性管理職の比率が低く、国は第 3 次男女共同参画基本計画の中
で、2020 年までに指導的地位に占める女性比率を 30％以上にするという目標値を設定
しました。高専においても役職に就く女性比率は低く（DATA11）、女子学生や教職員を
増やすだけでなく、意思決定の場への女性参画に向け積極的に取り組んでいきます。

取組紹介

指導的地位への女性の登用推進

★女性教員を昇任させるために
高専機構では女性教員比率向上のためのポジティブ・アクションについて制定し
ました。

教員人員枠運用の
弾力化

・ 十分な業績のある女性の准教授を教授に昇任させる場合、ま
たは女性を教授に採用する場合にあって、教授の人員枠に空
きがないときは、准教授の人員枠を教授に振り替える人員枠
の暫定措置を一定期間行う

・ 暫定措置を希望する学校は、理事長通知「人員枠の管理・運
用等について（通知）」に基づき、理事長の承認を得るもの
とする

★委員会への女性の登用
高専機構がもつ 12 の委員会すべてに女性委員を登用しています。

役職 Ｈ 16 Ｈ 17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20
女 男 女 男 女 男 女 男 女 男

三主事 0 165 0 165 0 165 1 164 1 164 
教授 29 1,530 34 1,526 35 1,512 43 1,485 35 1,478 
局長・次長・部長 0 56 0 56 0 56 0 55 0 52 
課長 2 170 3 169 6 149 6 119 4 115 

役職 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24
女 男 女 男 女 男 女 男

三主事 2 163 3 162 3 162 2 163 
教授 40 1,476 45 1,482 48 1,471 50 1,455 
局長・次長・部長 0 52 0 52 1 52 1 52 
課長 4 115 3 115 3 116 5 114 

高専の役職における男女別人数の推移
DATA11

1.�各年度4 月1日
　現在で作成
2.教授数は、再雇
　用を除く

ポジティブ・アクションとは？

固定的な性別役割分担意識や過去の経緯から、職種や役職において男女差が生じている
場合、この差を解消するために企業や団体が行う自主的かつ積極的な取組のこと。個々
の能力を引き出すだけでなく労働意欲を高める上でも有効な方法と言われています。ま
た、それだけでなく、企業や団体にとっても、職場の活性化による生産性の向上や多様
な視点による新しい価値の創出、幅広い労働力の確保、企業イメージの向上等、さまざ
まなメリットがあると考えられています。こうした特長に国も着目し、2020 年までに
指導的役割につく女性の割合を 30%にする等の目標を掲げ、積極的にポジティブ・アク
ションを推し進めています。
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高専名 本　科 専攻科

女子（％） 男子 計 女子（％） 男子 計

函館 186（17.7） 866 1,052 4    （7.8） 47 51

苫小牧 155（15.2） 868 1,023 2    （4.5） 42 44

釧路 125（13.2） 825 950 4    （7.7） 48 52

旭川 116（13.9） 721 837 3    （6.0） 47 50

八戸 209（24.2） 656 865 3    （5.3） 54 57

一関 138（17.1） 668 806 4    （8.3） 44 48

仙台（広瀬） 95（13.9） 588 683 8    （9.2） 79 87

仙台（名取） 179（19.9） 721 900 19（20.2） 75 94

秋田 110（12.8） 750 860 8（14.5） 47 55

鶴岡 107（13.2） 705 812 4    （8.3） 44 48

福島 339（33.1） 686 1,025 13（28.9） 32 45

茨城 154（14.2） 933 1,087 8（10.3） 70 78

小山 123（12.0） 906 1,029 9（18.8） 39 48

群馬 172（16.8） 851 1,023 10    （9.6） 94 104

木更津 153（14.8） 881 1,034 6    （7.3） 76 82

東京 103（10.1） 920 1,023 4    （7.7） 48 52

長岡 149（14.2） 900 1,049 3    （5.6） 51 54

富山（本郷） 145（21.2） 539 684 7（11.9） 52 59

富山（射水） 310（41.2） 442 752 14（35.0） 26 40

石川 237（22.6） 810 1,047 12（17.9） 55 67

福井 178（17.9） 818 996 7（13.5） 45 52

長野 144（14.1） 880 1,024 3    （5.6） 51 54

岐阜 140（13.4） 906 1,046 16（22.2） 56 72

沼津 149（14.2） 899 1,048 7（13.5） 45 52

豊田 161（14.5） 950 1,111 8（14.0） 49 57

鳥羽商船 85（13.5） 543 628 3（10.7） 25 28

鈴鹿 241（22.3） 842 1,083 10（15.4） 55 65

舞鶴 70    （8.6） 747 817 0    （0.0） 38 38

明石 145（17.2） 700 845 7（12.3） 50 57

奈良 136（13.2） 896 1,032 8    （9.3） 78 86

和歌山 93（11.2） 737 830 5（11.4） 39 44

米子 224（22.0） 796 1,020 6（11.5） 46 52

松江 158（15.2） 882 1,040 7    （9.3） 68 75

津山 88（10.0） 789 877 6（11.5） 46 52

広島商船 105（15.6） 566 671 7（23.3） 23 30

呉 111（13.1） 736 847 6（11.3） 47 53

徳山 125（19.8） 506 631 8（11.8） 60 68

宇部 253（24.3） 790 1,043 6    （9.0） 61 67

大島商船 161（24.4） 500 661 1    （2.9） 33 34

阿南 120（14.4） 712 832 4（12.5） 28 32

香川（高松） 72    （8.9） 738 810 6（10.7） 50 56

香川（詫間） 91（13.6） 578 669 5（12.8） 34 39

新居浜 246（23.2） 814 1,060 8（14.3） 48 56

弓削商船 98（17.7） 456 554 1    （3.8） 25 26

高知 175（20.2） 690 865 5（12.8） 34 39

久留米 203（18.8） 877 1,080 16（19.0） 68 84

有明 205（20.2） 811 1,016 11（16.7） 55 66

北九州 200（18.7） 867 1,067 17（17.2） 82 99

佐世保 139（16.1） 722 861 8（14.8） 46 54

熊本（八代） 189（26.6） 522 711 13（14.9） 74 87

熊本（熊本） 112（15.2） 626 738 1    （1.6） 63 64

大分 114（13.8） 715 829 4    （9.5） 38 42

都城 215（25.5） 628 843 14（27.5） 37 51

鹿児島 102    （9.8） 939 1,041 2    （3.1） 62 64

沖縄 186（23.2） 615 801 10（19.2） 42 52

合計 8,539（17.2） 41,029 49,568 391（12.4） 2771 3162

学科名 女子（％） 男子 計

機械系、材料系 757    （6.5） 10,935 11,692

電気・電子系 1,198    （8.1） 13,511 14,709

情報系 1,625（20.9） 6,132 7,757

化学・生物系 2,369（37.8） 3,899 6,268

建設系、建築系 1,930（26.5） 5,355 7,285

商船系 135（11.7） 1,022 1,157

その他※ 525（75.0） 175 700

■学校別学生数と女子比率� （平成 24 年 5 月 1 日現在）

■分野別在学者状況
（平成 24 年 5 月 1 日現在）

※その他　工学・商船系以外の社会的ニーズに対応した分野の学科
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学校名 校　長 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手 教員合計 女性教員
比率 事務職員 技術職員等 合　計

女 男 計 女 男 計 女 男 計 女 男 計 女 男 計 女 男 計 女 男 計 女 女 男 計 女 男 計 女 男 計

函館 0 1 1 1 29 30 1 37 38 0 0 0 1 7 8 1 0 1 4 74 78 5.1% 8 19 27 2 12 14 14 105 119 

苫小牧 0 1 1 0 30 30 4 34 38 2 0 2 0 7 7 0 0 0 6 72 78 7.7% 5 23 28 1 10 11 12 105 117 

釧路 0 1 1 0 30 30 2 33 35 0 1 1 3 4 7 0 1 1 5 70 75 6.7% 11 19 30 2 10 12 18 99 117 

旭川 0 1 1 1 28 29 7 21 28 0 1 1 0 5 5 0 0 0 8 56 64 12.5% 5 24 29 1 10 11 14 90 104 

八戸 0 1 1 2 27 29 2 24 26 0 2 2 1 5 6 0 1 1 5 60 65 7.7% 10 19 29 1 10 11 16 89 105 

一関 0 1 1 2 25 27 1 23 24 0 6 6 2 4 6 0 0 0 5 59 64 7.8% 9 20 29 4 8 12 18 87 105 

仙台 0 1 1 2 53 55 6 54 60 0 1 1 4 12 16 0 0 0 12 121 133 9.0% 26 43 69 3 18 21 41 182 223 

秋田 0 1 1 0 25 25 1 21 22 4 6 10 1 7 8 0 0 0 6 60 66 9.1% 9 18 27 4 8 12 19 86 105 

鶴岡 0 1 1 1 25 26 0 25 25 0 4 4 2 6 8 0 0 0 3 61 64 4.7% 12 19 31 2 10 12 17 90 107 

福島 0 1 1 2 26 28 1 35 36 0 2 2 3 6 9 0 0 0 6 70 76 7.9% 10 22 32 1 12 13 17 104 121 

茨城 0 1 1 0 33 33 1 32 33 1 3 4 0 3 3 0 2 2 2 74 76 2.6% 6 25 31 1 12 13 9 111 120 

小山 0 1 1 2 26 28 4 23 27 2 14 16 0 7 7 0 0 0 8 71 79 10.1% 10 23 33 1 10 11 19 104 123 

群馬 0 1 1 1 34 35 2 28 30 1 10 11 0 4 4 0 0 0 4 77 81 4.9% 12 15 27 4 11 15 20 103 123 

木更津 0 1 1 0 34 34 4 27 31 1 7 8 0 2 2 0 1 1 5 72 77 6.5% 9 20 29 2 13 15 16 105 121 

東京 0 1 1 0 33 33 4 29 33 1 5 6 0 4 4 0 3 3 5 75 80 6.3% 10 22 32 2 13 15 17 110 127 

長岡 0 1 1 0 32 32 3 36 39 0 0 0 2 5 7 0 0 0 5 74 79 6.3% 7 21 28 1 14 15 13 109 122 

富山 0 1 1 4 44 48 9 52 61 0 0 0 4 14 18 0 2 2 17 113 130 13.1% 26 30 56 9 20 29 52 163 215 

石川 0 1 1 2 30 32 3 23 26 2 7 9 1 5 6 0 0 0 8 66 74 10.8% 10 19 29 5 9 14 23 94 117 

福井 0 1 1 1 29 30 2 27 29 2 5 7 2 7 9 0 0 0 7 69 76 9.2% 9 18 27 1 14 15 17 101 118 

長野 0 1 1 1 33 34 1 30 31 1 4 5 1 4 5 0 0 0 4 72 76 5.3% 9 21 30 1 13 14 14 106 120 

岐阜 0 1 1 2 34 36 1 23 24 0 10 10 0 8 8 0 0 0 3 76 79 3.8% 14 14 28 3 9 12 20 99 119 

沼津 0 1 1 0 34 34 3 19 22 2 11 13 2 7 9 0 0 0 7 72 79 8.9% 7 26 33 2 12 14 16 110 126 

豊田 0 1 1 1 34 35 3 26 29 0 6 6 1 6 7 0 1 1 5 74 79 6.3% 13 21 34 1 11 12 19 106 125 

鳥羽商船 0 1 1 1 18 19 2 26 28 0 1 1 2 5 7 0 0 0 5 51 56 8.9% 6 22 28 2 13 15 13 86 99 

鈴鹿 0 1 1 0 31 31 1 26 27 5 10 15 2 6 8 0 0 0 8 74 82 9.8% 3 25 28 3 12 15 14 111 125 

舞鶴 0 1 1 0 28 28 3 17 20 0 10 10 0 4 4 0 0 0 3 60 63 4.8% 7 26 33 1 13 14 11 99 110 

明石 0 1 1 2 27 29 1 21 22 2 6 8 2 4 6 0 1 1 7 60 67 10.4% 8 19 27 2 10 12 17 89 106 

奈良 0 1 1 2 30 32 3 25 28 3 9 12 0 7 7 0 0 0 8 72 80 10.0% 10 24 34 1 11 12 19 107 126 

和歌山 0 1 1 2 27 29 0 29 29 0 1 1 1 4 5 0 0 0 3 62 65 4.6% 11 18 29 2 11 13 16 91 107 

米子 0 1 1 0 31 31 4 19 23 3 6 9 2 8 10 0 1 1 9 66 75 12.0% 10 19 29 2 12 14 21 97 118 

松江 0 1 1 2 29 31 2 25 27 2 8 10 1 6 7 0 0 0 7 69 76 9.2% 8 22 30 1 12 13 16 103 119 

津山 0 1 1 0 26 26 0 18 18 2 10 12 1 5 6 0 0 0 3 60 63 4.8% 6 21 27 3 9 12 12 90 102 

広島商船 0 1 1 0 22 22 1 20 21 0 4 4 0 7 7 0 0 0 1 54 55 1.8% 7 21 28 1 14 15 9 89 98 

呉 0 1 1 1 21 22 1 27 28 1 4 5 1 4 5 0 0 0 4 57 61 6.6% 13 15 28 4 8 12 21 80 101 

徳山 0 1 1 2 23 25 2 21 23 1 2 3 0 6 6 0 2 2 5 55 60 8.3% 12 18 30 3 7 10 20 80 100 

宇部 0 1 1 0 25 25 3 34 37 2 8 10 0 5 5 1 0 1 6 73 79 7.6% 10 22 32 2 13 15 18 108 126 

大島商船 0 1 1 0 15 15 2 19 21 2 8 10 1 6 7 0 1 1 5 50 55 9.1% 9 19 28 2 12 14 16 81 97 

阿南 0 1 1 1 22 23 2 27 29 0 6 6 3 6 9 0 0 0 6 62 68 8.8% 8 20 28 2 11 13 16 93 109 

香川 0 1 1 1 42 43 0 44 44 0 21 21 2 10 12 0 1 1 3 119 122 2.5% 24 42 66 5 17 22 32 178 210 

新居浜 0 1 1 1 35 36 1 26 27 1 10 11 1 7 8 0 0 0 4 79 83 4.8% 8 23 31 2 11 13 14 113 127 

弓削商船 0 1 1 0 22 22 1 19 20 0 3 3 3 7 10 0 0 0 4 52 56 7.1% 6 23 29 3 11 14 13 86 99 

高知 0 1 1 1 27 28 1 24 25 4 1 5 1 6 7 0 0 0 7 59 66 10.6% 13 16 29 3 8 11 23 83 106 

久留米 0 1 1 1 32 33 1 32 33 0 2 2 0 10 10 0 0 0 2 77 79 2.5% 6 22 28 1 16 17 9 115 124 

有明 0 1 1 2 29 31 3 32 35 0 3 3 1 5 6 0 0 0 6 70 76 7.9% 11 19 30 2 14 16 19 103 122 

北九州 0 1 1 1 31 32 4 26 30 0 10 10 0 6 6 0 1 1 5 75 80 6.3% 13 21 34 2 10 12 20 106 126 

佐世保 0 1 1 0 21 21 3 26 29 1 10 11 0 5 5 0 0 0 4 63 67 6.0% 7 22 29 1 10 11 12 95 107 

熊本 0 1 1 3 55 58 7 51 58 4 3 7 1 13 14 0 0 0 15 123 138 10.9% 29 31 60 5 16 21 49 170 219 

大分 0 1 1 0 26 26 3 22 25 0 4 4 0 5 5 0 1 1 3 59 62 4.8% 9 19 28 3 10 13 15 88 103 

都城 0 1 1 0 25 25 3 24 27 0 3 3 0 6 6 0 0 0 3 59 62 4.8% 3 22 25 3 12 15 9 93 102 

鹿児島 0 1 1 0 35 35 3 29 32 0 7 7 2 1 3 0 0 0 5 73 78 6.4% 10 20 30 1 13 14 16 106 122 

沖縄 0 1 1 2 22 24 7 19 26 2 3 5 3 4 7 0 0 0 14 49 63 22.2% 7 23 30 1 10 11 22 82 104 

本部事務局 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0.0% 16 55 71 0 0 0 16 57 73 

合計 0 51 51 50 1,507 1,557 129 1,410 1,539 54 278 332 60 307 367 2 19 21 295 3,572 3,867 7.6% 537 1,170 1,707 117 595 712 949 5,337 6,286 

■学校別教職員数と女性比率� ※各校の校長及び再雇用教員を含む（平成 24 年 5 月 1 日現在）
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本冊子 6 ページのデータ「理数分野における子ど
もの学力」にもあるように、理数分野における
男女の学力に有意な差はないと言われています。
国も第 3 次男女共同参画基本計画の中で、科学
技術・学術分野において女性研究者の登用及び
活躍の促進を加速することが必要だとして、女
性研究者の採用目標値等も設定しています。

少子高齢化社会のため働き手が減る日本では、女
性の経済社会への参画がぜひとも必要です。近
年では子育て支援体制や長時間労働の是正等環
境整備によって、女性の労働力率の高い国ほど、
むしろ出生率が高い傾向にあります。

まず、女子学生が生涯にわたるキャリアを描くこ
とができる環境が必要です。それは、教育の場
であると考えます。その上で女性も科学技術の
現場で男性と対等な働き方ができるよう、企業
や社会の意識を変えていかなければなりません。

育児休業等積極的に制度の活用を図りましょう。
また、仕事と家庭の両立を行うことは、何より
女子学生の身近なロールモデルとなります。

せっかくの制度も、活用されなくては意味があ
りません。男性教職員が育児休業をとることで、
夫も子育てにかかわることを、学生に身をもっ
て教えることにもなります。

男女雇用機会均等法は、労働者の募集や採用の際、
性別を理由とする差別を禁止しています。ただし、
職場に事実上生じている男女間の格差（女性の
割合が 4 割未満）を是正するために、ポジティブ・
アクション（積極的改善措置）の立場から女性
を有利に取り扱う措置をとることは法違反とな
りません。

能力のある女性でも、仕事と出産・育児等との
両立の困難さを考え、キャリアをあきらめてし
まう状況があります。また、長年、理系や研究
は男性の分野だと思われている中、積極的な働
きかけを行わなければ女性教職員が増えること
はむずかしい状況です。

高
専
に
ま
つ
わ
る
男
女
共
同
参
画
Q
＆
A

高専に女子学生や
女性教員が少ないのは、
理系分野だからしかたない
のではないでしょうか？

女子学生は就職をしても
男性と同等に扱われないと
聞きましたが？

男性だと育児休業を
とりづらいですが？

女性の社会進出が進むと
少子化が進むのでは
ないですか？

出産・育児をしながら
働き続けられるのか、
不安を感じるのですが？

女性限定で募集を
かけてもいいのですか？

能力のある女性がいれば
自然に女性教職員の数も
増えるのでは？

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A
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本冊子の発行にあたって

　こうした啓発冊子の作成は高専機構では初め

ての試みです。年に 3 回開催される全国校長・

事務部長会議では、その都度、男女共同参画の

推進について説明とお願いをしていますが、高

専における男女共同参画は、6,300 名の全教

職員の理解と協力なくしては歩みを進めること

はできません。そこで、男女共同参画に関する

国内外の動向について理解を深め、高専が取り

組むべき課題と取組を紹介する基礎的な資料を

作成することにしました。

　本文で紹介したとおり、我が国の男女共同参

画の状況は、各国に較べはるかに遅れている

と言っても過言ではありません。この状況を改

善していくため、国立の高等教育機関である高

専の果たすべき役割は極めて大きいと言えるで

しょう。この資料作成も文部科学省の補助によ

るものであり、高専機構の取組に対する国の期

待の表れでもあることを踏まえ、構成員一人ひ

とりが責任を自覚する必要があります。

　もちろん、教員の繁忙や学校の立地条件等か

ら、ワーク・ライフ・バランスはじめさまざま

な取組を進める上で困難な面が多いことも事実

です。しかし、全国にネットワークを有する高

専機構のスケールメリットと、各校における機

動性を生かし、知恵を絞って取組を進めていき

たいと考えています。

　冒頭に掲げた宣言にあるように、科学技術分

野への男女共同参画を推進していくため、自ら

の意識と行動を振り返る手掛かりとして、また

は有効な取組への参考として、本冊子が大いに

活用されることを願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　理事　岩熊 まき
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独立行政法人　国立高等専門学校機構

■お問い合わせ先
独立行政法人 国立高等専門学校機構本部事務局
男女共同参画推進室
〒 193-0834　東京都八王子市東浅川町 701- 2
Tel. 042-662-3151　Fax. 042-662-3131

編集・発行


